
 

６ 道徳教育諸計画の作成と改善（平成 22～24 年度） 

（１）道徳教育全体計画 

  新学習指導要領（平成 21年度から施行）の趣旨や内容を生かした全体計画へと改善するため、平 

成 22 年度に既存の全体計画の中での不備不足、現在の実態や取組に合わない内容を見直し、大幅に

加筆修正した。（詳細は研究紀要別冊） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）道徳教育に関する統合指導計画 

  学校のすべての教育活動を通して道徳教育を進めていくため、平成 22 年度に「道徳教育に関する

統合指導計画」を作成し、毎年見直しをしている。学校行事や地域の行事（教頭）、重点的に指導す

る道徳指導内容項目（道徳教育推進教師）、児童会の設定した月ごとの生活目標（児童会担当）、学級

活動の共通指導項目（特別活動担当）、保健・給食目標（養護教諭）などについて計画を出し合い、

道徳教育推進教師が調整を図っている。 

 作成の際に特に留意したことは、それぞれの月の内容をしっかりと関連づけることである（横軸）。 

また、道徳の指導内容項目の中に、本校の重点指導項目（自主自律・信頼友情・生命尊重・家族愛） 

を満遍なく配置し、他の項目との関連を効果的に仕組むことができるようにするということである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善前 改善後 

関連を図る 



 

（３）道徳の時間の指導内容について 

  道徳の時間の指導内容項目の重点化として配慮した点は、①本校の重点指導項目（自主自律・信頼

友情・生命尊重・家族愛）を複数回繰り返して授業を行うことで、指導の重点化を図る。②発達段階

に応じて、身の回りのことから集団や社会へと視野が広がるよう、指導内容項目の発展的な重点化を

図る。③道徳教育に関する統合指導計画との関連を図る。④各学年の児童の実態に合わせ、必要な指

導内容項目を複数回繰り返して、指導の重点化を図る。ということである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）各教科・領域等で行う道徳教育 

  各教科等における学習の中で道徳教育を意識して行っていけるよう、どの教科・領域等のどの単元

で関連させることができるか、またどの指導内容項目が当てはまるかを考えて作成したものが、つぎ

の表である。各学年学期ごとにまとめている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低学年 中学年 高学年 

発達段階を考えて、低・中学年と

高学年では授業の回数も違う。 

 

 

「２－（３）信頼友情」は重点指導

項目なので２～３回実施する。 

同じ時期に水泳指導を行

っても低学年と高学年では

ねらう価値は全く同じでは

ない。高学年は授業から夏休

みの水泳特別練習まで、ハー

ドな練習を友達同士で励ま

し合ったり教え合ったり、学

び合ったりしながら進めて

いくことから、「２－（３）

友情」を意識して指導する。 
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【２年生 １学期】 

【６年生 １学期】 



（５）道徳の時間の年間指導計画 

  道徳の時間の年間指導計画については、新学習指導要領の趣旨や内容を生かしたものになるよう、

工夫・改善をしている。週１時間年間３５時間の道徳の時間をより意図的・計画的に実施できるよう、

各学年の担任が、毎学期ごとに見直しメモをしながら、改善をしている。 

まず、（３）の指導内容項目の数をもとに、何月にどんな内容項目の資料を配置するかを決める。

その際、①他教科・領域等との関連 ②学校行事等 ③児童会の生活目標 ④学級活動や学級指導 

⑤季節等について考えながら決めていく。指導内容項目の配列が決まったら、前年度の計画をもとに

資料を選定する。資料の持つよさ、他教科等との関連、児童・学校・地域の実態等を考えて、いろい

ろな種類の資料の中から選んでいく。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月の児童会

行事「あいさつ

運動」と関連さ

せている。 

４月の初めは、新しい

学年になったばかりなの

で、「１－（１）自立・節

度」について考えさせる。 

１学期に「２－（２）

親切」と「１－（５）個

性伸長」を２回ずつ配置

している。学級担任のね

らいが伝わってくる。 

展開の大要を入れ、発問の流れ

がわかるようにする。授業後に変

更があった場合は、その都度書き

こんでいく。 

備考欄には、心のノートの活用や他

教科、総合的な学習、特別活動等との

関連を記入している。気がついたこと

があれば、その都度書きこんでいく。 

 総合的な学

習の時間「四万

十川学習」との

関連を図る。 


